









Ideal Images of Womanhood for Female Chinese
Students Studying in Japan : Focused on












































誌』にみえる女性観 考察を中心 して﹂は︑ ﹁発刊詞﹂についての検討に止まっている︒　『新女界』の第一号から第五号には︑中国の女性同胞に自分たちが置かれている地位 低さに気づかせ︑また彼 たちの奮起を促すため︑欧米諸国の女性たちの立身伝や 教育状況︑世界各国における婦人たちの地位など 関する著述が数多く翻訳されていた︒また︑特に第四号からは︑家政︑女芸︑通俗科学知識など︑翻訳内容が多様化す 傾向 見 る︒このように︑翻訳記事が雑誌全体で重要な位置を占めているにもかかわらず︑これまでの先行研究ではこの点について何も言及されてこな った︒　また︑ 『新女界』に掲載された伝記や欧米諸国の女性たちに関す
る翻訳記事は︑洋書から直接 ではなく︑日本 訳書から 重訳である︒したがって 日本人によって再構築された西洋 関す論述を︑中国国内外 中国の 々に宣伝しようとするとき︑中国人女子留学生たちがこれら 思想をどの う 認識し︑どのように取
捨選択して翻訳したのか︑という問題についても究明する必要がある︒　
本稿では翻訳記事を検討する前に︑まず『新女界』と同時期に発

















































世紀の女国民﹂と称 る さらに﹁女性は国民の母なり︒中国を新たにせんと欲すれば︑女性を新 にすべく︑中 を強くせんと欲すれば︑必ず 性を強くすべし︒中国を文明化せんと欲すれば︑まず中国の女性を文明化すべ ︑中国を救済 んと欲すれば︑必ず女性を救済 べし︒これは疑いのないことである
（
13）﹂と述べている︒



















































調に反駁した︒また﹁学問で競争する優勝劣敗の二十世紀では︑男子はもちろん女子も才がなければ独立できず︑社会で通用 なくなる︒西洋各国を見ると男女平等で︑皆生計を立 る 男性に頼らず生活しているため︑国 発展している﹂と述べ る つまり︑趙が求めた新知識︑新理想のモデルは西洋人女性であった︒そして第四号の﹁男女並尊論﹂
（著者不明）
では︑男尊女卑の弊害は家庭内︑

































































で家となり︑家を積んで国になるよう と国家は大き 関係がある︒中国では纏足 いう旧習慣があるが これ 病 招 子孫にも影響を与え︑結局は人種の健全を得 こと できなくなる︒少女期 必要なのは纏足 なく︑教育である と述べている︒ま ︑清如
（
27）は第二号の﹁女学を論ずる﹂において︑ ﹁女子教育の興廃は体




























































































































の目的﹂に窺うことができる︒それは﹁婦徳﹂ ︑ ﹁良妻﹂ ︑ ﹁賢母﹂ ︑﹁女子の職業﹂ ︑ ﹁女子の生活を完全ならしむる他の準備﹂という五つの女子 本分を育成することを目的としている
（
35）︒その中で下田は︑










































































ているが︑そのうち婦人に関する著書は『日本婦人待遇論』が唯一のものである︒こ 書は︑彼がドイツ留学から帰国後の一八九九年に書いたもので︑東京南江堂から出版された︒　﹁自序﹂において大澤は﹁獨逸國に逗り専門學事を脩むるの傍ら親しく其國人と往来し其家内の調和せる其家の富める其人の健康なる殊に其婦人待遇 厚を見 毎に羨望に堪へず又之を故鄕に顧み之を一身の經歴に比し却て痛嘆す 者數矣竊 以爲く我國の隆盛を促し人生の至樂を謀るには先づ一家 平和を致す あり婦人 待遇を改むるにあり
（
45）﹂と︑この本を著した意図を述べている︒そして︑






























































分は全部省略している︒またこの抄訳の冒頭 ﹁本書を抄訳 た目的は︑我が国の女性たちが世界各国 婦人 待遇を参考とし ︑自分自身の位置を自覚するこ であ
（
47）﹂と述べている︒轉坤は︑この
翻訳を読んで古今東西︑世界各国の婦人の待遇を知った中国の二億の女性同胞が︑自 自身 置かれ 位置を自覚して立ち上がることを強く願ったが︑そ 際︑日本 は参考 なか のである︒　
媧魂が抄訳した﹁欧米之女子教育﹂にしろ︑轉坤が抄訳した﹁婦





































































































経世家や商工業者など 英傑たちが紹介さ てお ︑貧困の中に志を立て︑身を起して偉業を成就 各人物の経緯が語られている︒　
前述したように︑ 『欧米青年立身傳』の初版と言える『欧米貧児











































































身成功には忍耐刻苦の外別に又 個 要素あり何ぞや即ち仁惠慈善の徳性是なり抑も女子たるもの假令如何に才智 如何に學問あるも仁慈の心なくんば其學問才智は啻 自他の利益とな ざるのみならず或は却て己を傷 また人を害ふに至るなしとせざる
（
59）﹂と述













家のウィラードを補 翻訳する ど 広く禁酒運動を推進することに力を入れたが︑中国人女子留学生たちは禁酒運動に参加した女史たちの伝記をそのまま翻訳し いるも の︑運動自体に注目した形跡はない︒　
そればかりでなく︑中国人女子留学生によって取り上げられた六
人の女性を見ると︑三つ 特徴をもっている︒一つ目は︑女子参政権／女権拡張 提唱した人物で︑②﹁講演者：モツト﹂と④﹁新聞記者：オソリー﹂が挙げられる︒たとえば︑モット 奴隷問題ばかりでなく︑女子参政権問題などに尽 奔走し ︒オソリーは雑誌編集長を務めていた期間に︑世界における婦人の地位を論じ︑ 権拡張の必要 説いた︒
　
二つ目は︑女子教育を提唱した人物で︑⑦﹁教育家：リオン﹂が
挙げられる︒リオンは女子高等教育の必要を熱心に説いた先駆者の一人で︑無私無欲の精神から自身が得た報酬は生活費を除 てすべて貧困な生徒に附与し︑その学費を補助している︒また︑国家文明の原動力は婦人であり︑男子の智徳がいかに発達しても︑婦人が不学無識でその地位が低劣ならば 社会の新文明は望めないと常に述べていた︒一方︑⑪﹁小説家：エリオット﹂は直接 女子教育 は関わりがないが︑小説を著して得た原稿収入を慈善に費や ︑貧民や困窮した学者あるいは女学校などへ寄附 た︒　
三つ目の特徴は︑軍人兵士の救援に従事した人物で ⑩﹁看護
婦：ナイチンゲール﹂と③﹁演説家：リバモーア﹂が挙げられる︒ナイチンゲールは看護婦 校を設立したばかり なく ク ミア戦争の時に自ら看護婦隊を率い 患者 救護に従事 た︒リバモーアは同志婦人と協力して 人後援会と う団体を組織し︑軍隊に助力し︑軍人の遺族を保護 た︒また︑彼女は野戦衛生婦人隊を組織し傷病軍人を看護した︒　
中国人女子留学生たちによって紹介されたこれらの女性たちの職
























































わっていたと考えられる︒ ﹁奏定女学堂章程﹂は︑ ﹁女子小学堂章程﹂ ・ ﹁女子師範学堂章程﹂という二つの から構成されている︒それまで女子の教育を家庭内に限定していた清朝政府は︑男子向けの﹁奏定学堂章程﹂
（一九〇四年）
の発布から三年経って︑ようやく





















































































































































































　『實践家政學講義』の﹁総論﹂において塚本は︑ ﹁今の時代は︑舊家庭破れて︑将に新家庭を作る必要 生じ︑将来 家の主婦と るべき諸嬢は︑此學問を應用して︑花笑ひ︑鳥歌ふやうな趣ある平和の新家庭を形作るやうに︑心掛けられ度いものである
（
73）﹂と︑本書を

































































繍術新書』を刊行 た目的を述べている︒つまり︑梶山が『造花術新書』をはじめ女子技芸書を著した主な動機 ︑女性自身の経済的独立の実現で なく︑内職を通して 家計の補助
（内助）
と帝国日




























に中国の史書に登場する女傑でもなければ 政治上においてまだ独立した人格を持たず︑女性解放の萌芽的段階にある日本人 性でもなかった︒彼女たちの目に映った理想的女性 モデルは︑職業を得ることによって自身 独立を実現し︑男性と同等に社会の表舞台出て︑直接国家に貢献できる女性 つまり 解放の先頭 立って活躍するごく一部の欧米女性 であっ ︒　
そのため在日中国人女子留学生たちは︑西洋の女子教育を日本の







世界』第一八号の﹁特別記事 欄に︑ ﹁女界二大雑誌出現﹂という文章を書き︑中国人女性によって創刊された二つの雑誌︑秋瑾の『中国女報』と燕斌の『新女界』を高く評価したが︑雑誌内容から見ると『中国女報 が『新女界』を超えてい と述べた
（
84）︒当時︑陳











































8）  『女子世界』は︑一九〇四年に丁初我（一八七一～一九三〇）によって上海で創刊された月刊誌︒一八号（一九〇七年）ま 刊行されてい 創刊当初は丁が編集長を務めたが︑その後陳志群（一八八九～一九六二）がこれを引き継いだ︒二人とも男性の立場から︑女性を﹁国民の母﹂ ︑ ﹁女国民﹂として育成することを提唱している︒
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魂訳を対照して見る︒下田は﹁教育といふ は何時頃から始まつたものであるか︑チッテスのいふように︑人類の如く古い 否或る意味に於ては人類よりも古いといふ もよい︒動物に於ても生理的遺傳及び本能の外に︑生れた後に親のすることを真似て覚えることは随分ある︑併し動物には言
144

































48）  『中国新女界雑誌』第一号の﹁記載（国外の部） ﹂欄には︑ ﹁美國女界之勢力﹂ （煉石） ︑ ﹁請看俄羅斯二百年前之婦人界﹂ （媧魂）が︑ ﹁時評（国外の部） ﹂欄には﹁英國婦人争選挙権﹂ （蘭馨）が掲載されている︒第二号の﹁記載（国外の部） 欄には︑ ﹁美國女界之勢力（続第一号） ﹂ （煉石） ︑ 澳洲婦女之勢力﹂
































































根本正『欧米貧児出世美談』 ︑ ﹁緒言﹂ ︒
（
59）  




年︑一八頁︒山本の考察によると これら一連の反キリスト教・排外運動には︑アヘン戦争以来 外国勢力の圧迫や外国宣教師の条約上の特権などに対する中国民衆の反感︑北京条約以後の教会用地問題 その他教会や信
徒と一般民衆との間に生じた紛争︑儒教道徳によるキリスト教会習俗批判︑民間信仰・迷信や民衆の無知による誤解等︑種々の問題が背景となっていたという︒
（




る︒当時︑中国人留学生の に満州の軍事占領を続けるロシアに抵抗する運動が起こり 女子留学生たちも看護婦として志願することによってこの運動に参加しようとした︒その後︑ 秋瑾により『中国女報』に﹁看護学 程﹂が翻訳されたばかりでなく︑一九一一年 武昌蜂起 際には︑張竹君（一八七六～一九六四）が自ら看護婦隊を率いて負傷者を介護した︒また︑前述した『女子世界』 （一九〇四年︑第五号）のなかでも︑ナイチンゲールの挿絵︑伝記が軍隊付き看護婦のモデルとして紹介されていた︒
（
63）  






































































出版された 『明治少女節用 （当時の女子向け百科事典とも言え ） には︑ ﹁造花は他の手藝よりも遥かに利益がある︒近頃造花の需要は實 盛んなもので︑第一客室食堂の装飾として用ひ︑第二音物として用ひ︑第三女子 髪飾りとして用ひられ︑其他種々の方面に需要が多い で︑従つて供給が間に合はず︑故に職業としては随分割 よい仕事 のである﹂と︑造花の実益について記されている︒巌谷小波ほか編『明治少女節用』博文館︑一九〇七年︑三五八頁︒これは︑当時日本において造花が他の手芸より賃金が高かったばかり なく︑一つの国内産業 成り立って ことを示している︒
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る他︑ 『神州女報』と『女報』 （一九〇九年）を創刊している 『神州女報』は秋瑾とともに創刊する計画であったが︑秋瑾 安徽省巡撫を暗殺しようとして失敗した事件に連累し︑ 処刑 たため︑ その計画は実現でき かった︒一九〇七年十二月︑陳は単独で 神州女報』を創刊 ︑その﹁発刊詞﹂に﹁為鑑湖秋女士流血之大紀念而作﹂ 秋瑾を記念するため発刊したと述べている︒この創刊号には︑秋瑾の文章や伝記 どが数多く掲載され いる︒ 『神州女報』は経費不足のため︑第三号までしか刊行されてい かった︒
（
84）  ﹁女界二大雑誌出現﹂ 『女子世界』第一八号︑一九〇七年︑一七二五頁︒
